
【日 時】 １日目：令和5年10月21日（土）11:30～17：00

２日目：令和5年10月22日（日）9：30～14:00

※スケジュールは裏面参照。

【場 所】 秩父市・長瀞町・皆野町・横瀬町・小鹿野町 各所

メイン会場：秩父市吉田農村環境改善センター

【参加者】 日赤第２ブロック支部救護班（埼玉、茨城、栃木、群馬、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨）及び本社救護班

日赤本社、秩父市、長瀞町、秩父地域各社会福祉協議会、埼玉県（秩父保健所等）、

秩父郡市医師会、秩父市立病院、赤十字奉仕団 など２９機関 約５００人

【内 容】 秩父医療圏保健医療調整会議（各機関参加のもと実際に行います）

避難所アセスメント（環境評価）訓練

避難所巡回診療訓練

災害時システム（EMIS・J-SPEED）入力訓練

報道機関各位 日本赤十字社埼玉県支部

令和５年１０月１３日

日本赤十字社埼玉県支部（支部長：大野元裕埼玉県知事）は、１０月２１日（土）・２２日（日）の

２日間、秩父地域を会場に線状降水帯発生による大雨災害を想定した救護訓練を行います。

当支部災害対策本部の要請を受けて、近隣都県から１２の日赤救護班※が埼玉県に集結し、秩父地域

１２カ所に設定した避難所のアセスメント（環境評価）・巡回診療を行います。

災害発生時、円滑に広域支援体制を整え、相互に連携して統制のとれた救護活動を行えるよう実践力を

強化する狙いです。

訓練は、関東地方１都６県と山梨、新潟の９つの支部が輪番で実施しているもので、埼玉県内では平成

２６年以来となります。 ※医師・看護師・コメディカル・事務職員で構成される日赤の災害医療派遣チームのこと。

■取材について■

ご取材いただける場合は、１０月２０日（金）正午までに別紙「取材連絡票」を送付ください。

締切以降は、広報担当者までご連絡ください。

■概要

日赤救護班の広域支援体制と実践力を強化

秩父地域で500人参加の大規模救護訓練を行います

【参考】
昨年度実施の様子は
こちらをご覧ください！
（実施：神奈川県支部）

【連絡・問合せ先】
日本赤十字社埼玉県支部 若佐 TEL:090-7255-1766（広報担当者携帯）
E-mail：koho@saitama.jrc.or.jp FAX：048-834-1520



日 程 主な内容

１日目
１０月２１日（土）
１１：３０～1７:００

・日赤埼玉県支部災害対策本部から派遣要請を受けた各都県救護班
（12班）が現地災害対策本部（長瀞町役場）に順次参集。

・本部の指示を受け、秩父医療圏の調整本部（秩父市吉田農村環境
改善センター）へ移動。

・開会式（秩父市吉田農村環境改善センター）

・日赤災害医療コーディネーターによる講義、机上訓練 など
・翌日の巡回診療等の派遣先を指示し、終了。

２日目
１０月２２日（日）
９：３０～１４：００

・秩父地域12カ所に開設された避難所を巡回
（アセスメント及び診療＝各救護班2カ所）

・秩父医療圏保健医療調整本部の運営
・各機関参加のもと、秩父医療圏保健医療調整本部会議の開催
（救護班からの情報をもとに、各避難所の情報を共有し、必要な支援や
今後の方針を検討します）

・閉会式

【取材想定】
９：３０ 訓練開始 吉田取方総合運動公園体育館（避難所想定）

１回目 避難所アセスメント・診療
１１：００ ２回目 避難所アセスメント・診療
１２：００ 移動 秩父市吉田農村環境改善センターへ
１３：００ 秩父医療圏保健医療調整本部会議
１３：４５ 閉会式
１４：００ 終了・インタビュー（主催者・参加者）

訓練スケジュール

ぜひ、実働の
２日目をご取材
ください！

※部分的な取材も可能です。ご相談ください。

机上訓練救護班の参集報告

保健医療調整本部会議避難者への問診

同じ想定で救護班が
入れ替わります。



取材案件名
令和５年度日本赤十字社
第２ブロック支部総合訓練

御社名

部署名

担当者名

連絡先

※今後当社から取材関連の

ご連絡をさせていただきます

TEL ：
e-mail：

媒体名

取材目的・ご希望

放送・発行予定日
□ 令和 年 月 日
□ 未定

スタッフ数・機材
人

（ □ カメラ ・ □ スチール ）

放送・発行内容の
転載可不可

□ 可 ・ □ 不可 ・ □ 応相談

取材連絡票
FAX：048-834-1520
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